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１．北陸地域の特徴
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○ 北陸地域は日本列島のほぼ中央に位置しており、首都圏・中部圏・近畿圏の三大都市圏のいずれからも300km圏内にある。
○ 日本海を挟みアジア諸国・極東ロシアに面しており、我が国と環日本海諸国をはじめとした国々とを結ぶ交通結節点として重要

な位置にある。

首都圏から300km

中京圏から300km

近畿圏から300km

首都圏・中京圏・近畿圏から北陸地域までの距離

地図：地理院地図

アジア各国と北陸地域の位置

北陸

欧州

東南アジア

中国

韓国

極東ロシア
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出典：北前船寄港地フォーラムHP

明治時代の人口推移
出典：日本の長期統計系列（総務省統計局）

新潟県は明治中頃では
東京を抜いて全国第１位の人口

「北前船」とは、江戸時代中期（18世紀中ごろ）〜明治30年代に日本海側を商品を売買しながら周り、大阪と北海道を結んでいた商船の総称

出典：北陸物語事務局 北陸経済連合会
北陸イメージアップ推進会議HP

（人）

北前船の航路と主な寄港地

○ 江戸時代中期から明治時代中頃まで、北海道と大阪を、日本海を経由して結ぶ「北前船」が運航されていた。広範囲の物流
ネットワーク機能により、途中の寄港地も含めた日本海側の経済圏が形成され、併せて文化交流にも貢献してきた。

○ 石川県の能登半島は、特に「北前船」の寄港地としての一大拠点であり、新潟県、富山県、福井県も重要な拠点として地域の
発展に寄与した。

○ 明治時代中頃では、新潟県が東京等の他県を抜き全国１位の人口を誇った。
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全国高速道路路線図と北陸管内港湾・空港

※ 令和2年度道路関係 予算概算要求概要（令和元年8月） より※ 国土交通省 鉄道局HPより

全国の新幹線鉄道網

新潟港

直江津港

輪島港

七尾港

金沢港

敦賀港

福井港

伏木富山港

新潟空港

小松飛行場

富山空港
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○ 北陸地域では全国と比べて現在よりもさらに人口減少・高齢化が進み、2040年には生産年齢人口が総人口の50%まで減少。
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出典：「日本の地域別将来推計人口（平成30年推計）
（国立社会保障・人口問題研究所）」より作成

※伸び率は2015年を100として算定

全国平均に対して北陸
地域の各県の減少率
が高い

北陸地域各県の年齢別人口の推移・人口の伸び率

北陸地域の人口の推移および将来推計
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○新潟県は発出・到着ともに関東との流動が50%以上を占めており、関東との繋がりが強い。
○富山県、石川県、福井県は比較的北陸域内流動の割合が高いほか、福井県は特に近畿との繋がりが強い。

新潟県 富山県

石川県 福井県

出典：平成27年全国貨物純流動調査（物流センサス）3日間調査より作成 ※代表輸送機関が「トラック計」である流動量（トンベース） ※流動量は自県内を除いた値

発出
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○ 北陸の各県においてそれぞれ特色のある製造業が発展しており、多くの国内外シェアトップクラスの産業が集積している。
○ 北陸各県の一人当たりの製造品出荷額は日本海側でトップクラス。

「工業統計（2017年）」（経済産業省）
「人口推計（2017年10月1日時点）（総務省）をもとに
北陸地方整備局作成

＜新潟県＞

＜石川県＞ ＜福井県＞

＜富山県＞
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出典：福井県の概要（福井県HP）、
北陸のシェアトップ150
（北陸経済連合会）
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○ 北陸地域には、金銀採掘・製錬に関連する遺跡が良好に保存されている佐渡金銀山、世界文化遺産登録された五箇山の合
掌造り集落、日本三名園の一つである兼六園、国の名勝・天然記念物に指定されている東尋坊等、自然や歴史・文化、豊か
な食材・食文化を活かした多くの観光資源を有している。

○ 各県の訪日外国人は東アジアの国・地域が多く、2019年の北陸の外国人宿泊者数は、2011年から6倍以上増加している。

東尋坊（福井県坂井市）
出典：福井観光連盟HP

兼六園（石川県金沢市）北沢浮遊選鉱場（新潟県佐渡市） 五箇山の合掌造り集落（富山県南砺市）

北陸の観光地

出典：さど観光ナビHP

各県の訪日外国人旅客数（2018年）

3.6 
3.5 

1.3 
1.1 
1.0 

0 5 10 15 20

中華人民共和国

台湾

香港

アメリカ合衆国

大韓民国

16.3 
4.0 

3.2 
2.3 

0.8 

0 5 10 15 20

台湾

大韓民国

香港

中華人民共和国

シンガポール

17.4 

8.0 

4.9 

3.7 

3.1 

0 5 10 15 20

台湾

中華人民共和国

香港

アメリカ合衆国

オーストラリア

1.2 
0.8 
0.7 
0.3 
0.3 

0 5 10 15 20

台湾

中華人民共和国

香港

大韓民国

タイ

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」、日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数」 ※REASAより作成

（万人）

（万人）

（万人）

（万人）

出典：世界遺産五箇山観光情報サイトHP

9 10 11 14
26 27 32 40 48

5 9 14 14

21 22
29

31
36

13
19

33 35

52
62

78

97
98

2
3

3 3

6
5

6

8
10

29
41

60 66

104
117

144

176

192

0

50

100

150

200

250

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

新潟県
富山県
石川県
福井県

（万人泊） 北陸における外国人延べ宿泊者数の推移

（年）



国土交通省
北陸地方整備局北陸地域における近年の主な自然災害

9

H19.3.25 能登半島地震

石川県金沢市（浅野川）

H20.7.28 前線性大雨

H24.3.7 地すべり(上越市)

H23.7.28 新潟・福島豪雨

信濃川

H29.1.16 地すべり(南砺市)

H26.11.22
長野県北部を震源とする地震

H16.7.13 新潟・福島豪雨

H19.7.16 新潟県中越沖地震

H25.5.7 地すべり(魚沼市)

H16.10.23 新潟県中越地震

浅川

R1.10.12 令和元年東日本台風

千曲川

R1.6.18 
山形県沖を震源とする地震

H30年大雪

石川県（国道8号）
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２．北陸港湾の現状
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○ 北陸主要港湾における取扱貨物量（フェリー除く）は約4,800万トン（平成30年）。
○ 港湾別では新潟港が約40％、直江津港・敦賀港・伏木富山港の3港が約45％をしめる（平成30年）。
○ 輸移入が全体の約87％を占める。特に輸入は全体の約64％を占める。
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アラブ首長国連邦 アルゼンチン トルコ コートジボワール

アルメニア ウルグアイ ノルウェー コンゴ民主共和国

イエメン エクアドル ハンガリー サントメ・プリンシペ

イスラエル ガイアナ フィンランド ザンビア

イラク コロンビア フェロー諸島 スーダン

イラン スリナム フランス スワジランド

インド チリ ブルガリア セーシェル

ウズベキスタン パラグアイ ベラルーシ セネガル

オマーン ブラジル ベルギー タンザニア

カザフスタン ベネズエラ ポーランド チュニジア

カタール ペルー ポルトガル トーゴ

キルギス ボリビア マケドニア ナイジェリア

クウェート マルタ ナミビア

グルジア ラトビア ブルキナファソ

サウジアラビア リトアニア ボツワナ

スリランカ リヒテンシュタイン マダカスカル

トルクメニスタン ルーマニア マラウイ

ネパール ルクセンブルク モーリシャス

バーレーン ロシア モザンビーク

パキスタン モロッコ

バングラデシュ リビア

ブルネイ リベリア

ヨルダン レソト

レバノン レユニオン

南アフリカ共和国

輸出入相手国各国の州分類

○ 北陸地域の東南アジア向け外貿コンテナ貨物量は、平成25年から平成30年にかけて輸出が19.9％増加、輸入が33.9％増加
している。

○ 輸出先の割合についても、東南アジア向けの輸出割合が1.3％増加、輸入が3.4％増加している。

【280,845トン/月】

輸 出

平
成
２５
年

平
成
３０
年

東アジア州

47.1%

東南アジア州
20.4%

その他アジア州

6.7%

北米州

10.9%

南米州

1.4% 欧州

10.9%

大洋州

1.7%
アフリカ州

0.9%

（57,398トン/月）

【316,921トン/月】 【439,174トン/月】

【401,876トン/月】

東アジア州

66.6%

東南アジア州
15.5%

その他アジア州

1.0%
北米州

6.7%

南米州

0.5%
欧州

8.2%

大洋州

1.2%
アフリカ州

0.3%

（62,112トン/月）

東アジア州

42.7%

東南アジア州
21.7%

その他アジア州

8.0%

北米州

11.6%

南米州

1.2% 欧州

12.4%

大洋州

0.9%

アフリカ州

1.3%
不明

0.0%

（68,801トン/月）

東アジア州

63.0%

東南アジア州
18.8%

その他アジア州

2.6%

北米州

7.3%

南米州

0.9% 欧州

6.4%

大洋州

0.5%
アフリカ州

0.5%

（82,658トン/月）

輸 入



国土交通省
北陸地方整備局

140 
163 

198 
175 181 175 161 156 162 171 

54 

64 

68 

65 
73 78 

75 70 
75 73 19 

23 

26 

29 
30 31 

29 
29 

30 33 

25 

40 

48 

48 
53 60 

58 
61 

64 
70 

11 

19 

30 
35 

39 33 
39 42 

40 
37 

250 

310 

370 
353 

375 377 
362 358 

371 
383 

0

100

200

300

400

500

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

新潟港 伏木富山港 直江津港 金沢港 敦賀港

（千TEU）

13

北陸における外貿コンテナ取扱貨物量の推移

○ コンテナ取扱個数（TEU）（実入り＋空）は、平成23年以降は増減しながら概ね横ばいで推移も、平成28年以降は再び増加
傾向となり、平成30年には過去最高となる38.3万TEUを記録。

○ 実空別で見ると、輸出の約4割は空コンテナとなっており、輸出入の貨物量に不均衡が生じている。
○ 北陸港湾に寄港する航路別のコンテナ船平均船型（TEU）は、全ての航路で大型化の傾向。

コンテナ取扱個数（実入り＋空）の推移

出典：港湾統計年報（国土交通省）
0

200

400

600

800

1,000

1,200
(TEU)

北陸の航路別平均コンテナ船型（TEU）の変遷

韓国航路

中国・韓国航路

中国航路

岸壁水深 9m

出典：寄港実績より北陸地方整備局作成

実空別コンテナ貨物輸出入量（平成30年、千TEU）

輸入 輸出
実入り
181

実入り
105

空
13

空
84

出典：港湾統計年報（国土交通省）

輸出の約4割が
空コンテナ



国土交通省
北陸地方整備局北陸地域の定期航路（外貿コンテナ・外貿RORO）

14

○ 令和2年7月現在、北陸の5港湾から中国・韓国方面に外貿コンテナ航路が延べ26便/週、ロシア方面に0.5便/週就航している。
○ 金沢港、敦賀港と韓国との間に外貿RORO航路が延べ4便/週就航している。

港 湾 名 航路名 船社名 頻　度

興亜LINE

長錦商船

Xﾌﾟﾚｽ・ﾌｨｰﾀﾞｰｽﾞ 週１便（日）

南星海運

高麗海運

天敬海運

高麗海運

興亜LINE

高麗海運

PAN

CONTINENTAL
SHIPPINNG

週１便（火）

高麗海運

南星海運

中国航路 神原汽船 週１便（月）

韓国航路 長錦商船 週１便（火）

天敬海運

高麗海運

興亜LINE

長錦商船

Xﾌﾟﾚｽ・ﾌｨｰﾀﾞｰｽﾞ 週１便（月）

天敬海運

高麗海運

PAN

CONTINENTAL
SHIPPINNG

週１便（水）

南星海運

高麗海運

中国航路 神原汽船 週１便（火）

極東ロシア航路 ＦＥＳＣＯ 月２便（木）

興亜LINE 週１便（月）

長錦商船 週１便（金）

Xﾌﾟﾚｽ・ﾌｨｰﾀﾞｰｽﾞ 週１便（火・水）

PAN
CONTINENTAL

SHIPPINNG

週１便（木）

週１便（火）

週１便（水） 金沢－伏木富山－釜山－蔚山－上海－寧波－釜山－新潟－（金沢）

週１便（木）

中国航路 神原汽船 週１便（火）

興亜LINE

長錦商船

韓国・中国航路

PAN

CONTINENTAL
SHIPPINNG

週１便（金）

金沢－釜山－釜山新港－浜田－境港－敦賀－舞鶴－（金沢）

金沢－境港－釜山－蔚山－光陽－寧波－上海－釜山－清水－仙台－苫小牧－石狩－酒田－（金沢）

金沢－新潟－室蘭－苫小牧－釧路－仙台－常陸那珂－釜山－蔚山－光陽－大連－青島－釜山－（金沢）

高麗海運
南星海運

敦賀－蔚山-釜山-光陽-寧波－上海-釜山－釜山新港－新潟-伏木富山－金沢-（敦賀）

敦賀-舞鶴-金沢－釜山－釜山新港－浜田－境港－（敦賀）

金沢港

韓国航路

週１便（土）

韓国航路

週１便（火）

週１便（木） 伏木富山－釜山－蔚山－上海－寧波－釜山－新潟－金沢－(伏木富山)

韓国航路

韓国航路

韓国・中国航路

金沢－伏木富山－舞鶴－境港－釜山－釜山新港－（金沢）

金沢－釜山新港－新潟－伏木富山－（金沢）

伏木富山－直江津－蔚山－釜山－釜山新港－天津新港－大連－浦項－釜山
－新潟－(伏木富山)

伏木富山－舞鶴－境－釜山－釜山新港－金沢－(伏木富山)

直江津－蔚山－釜山－釜山新港－天津新港－大連－浦項－釜山－新潟－伏木富山－（直江津）

伏木富山－ウラジオストク－ボストチヌイ－仙台－横浜－清水－名古屋－神戸－釜山－(伏木富山)

敦賀港

新潟港
週１便（木）

航　　　　　路

新潟－伏木富山－金沢－釜山新港－（新潟）

直江津港

伏木富山港

週１便（日）

週１便（月）

新潟－秋田－釜山－蔚山－光陽－青島－大連－釜山－（新潟）

新潟－伏木富山－直江津－蔚山－釜山－釜山新港－天津新港－大連－浦項

－釜山－（新潟）

伏木富山－金沢－釜山新港－新潟－(伏木富山)

新潟－伏木富山－金沢－敦賀－蔚山－釜山－光陽－寧波－上海－釜山－釜山新港－（新潟）

韓国・中国航路

金沢－上海－境港－（金沢）

伏木富山－金沢－敦賀－蔚山－釜山－光陽－寧波－上海－釜山－釜山新港
－新潟－（伏木富山）

伏木富山－小樽－舞鶴－大連－青島－上海－新潟－（伏木富山）

週１便（水）

韓国・中国航路

韓国・中国航路

金沢－敦賀－蔚山－釜山－光陽－寧波－上海－釜山－釜山新港－新潟－伏木富山－（金沢）

週１便（火） 新潟－酒田－秋田－釜山－釜山新港－（新潟）

週１便（金）
 新潟－室蘭－苫小牧－釧路－仙台－常陸那珂－釜山－蔚山－光陽－大連－青島－釜山
－金沢－（新潟）

週１便（火） 新潟－金沢－伏木富山－釜山－蔚山－上海－寧波－釜山－（新潟）

新潟－伏木富山－小樽ー舞鶴ー大連ー青島－上海－（新潟）

直江津－秋田ー苫小牧－八戸－釜山/釜山新港－仙台－八戸－苫小牧－釜山

－釜山新港/釜山－釜山－（直江津）

港湾名 頻　度

伏木富山港 月５便

伏木富山港 月３便

伏木富山港 月５便

金沢港 週２便（火・金）

敦賀港 週２便（月・木）

INDERTON

航　　　　　路

伏木富山－ウラジオストク－（伏木富山）

伏木富山－ウラジオストク－（伏木富山）

伏木富山－ウラジオストク－（伏木富山）

金沢－馬山－釜山新港－敦賀－金沢－馬山－釜山新港 －敦賀 －（金沢）

敦賀－金沢－馬山－釜山新港－敦賀－金沢－馬山－釜山新港 －（敦賀）㈱サンスターライン

NAVIS SHIPPING

㈱サンスターライン

INDERTON

船　社　名

外貿コンテナ航路（令和2年7月1日時点）

外貿RORO航路（令和2年7月1日時点）

常陸那珂

清水

天津新

仙台塩釜
酒田

新潟
直江津

伏木富山
⾦沢
敦賀

舞鶴境

⼋⼾

苫小牧
ボストチヌイ

大連

⻘島

上海

寧波

神⼾
名古屋

横浜

函館

秋田

小樽ウラジオストク
釧路

蔚山

光陽 釜山新
釜山馬山

浦項

浜田

室蘭

石狩湾新

清水

令和2年7月1日版

常陸那珂

清水

天津新

仙台塩釜
酒田

新潟
直江津

伏木富山
⾦沢
敦賀

舞鶴境

⼋⼾

苫小牧
ボストチヌイ

大連

⻘島

上海

寧波

神⼾
名古屋

横浜

函館

秋田

小樽ウラジオストク
釧路

蔚山

光陽 釜山新
釜山馬山

浦項

浜田

室蘭

石狩湾新

清水

令和2年7月1日版

常陸那珂

清水

天津新

仙台塩釜
酒田

新潟
直江津

伏木富山
⾦沢
敦賀

舞鶴境

⼋⼾

苫小牧
ボストチヌイ

大連

⻘島

上海

寧波

神⼾
名古屋

横浜

函館

秋田

小樽ウラジオストク
釧路

蔚山

光陽 釜山新
釜山馬山

浦項

浜田

室蘭

石狩湾新

清水

令和2年7月1日版

常陸那珂

清水

天津新

仙台塩釜
酒田

新潟
直江津

伏木富山
⾦沢
敦賀

舞鶴境

⼋⼾

苫小牧
ボストチヌイ

大連

⻘島

上海

寧波

神⼾
名古屋

横浜

函館

秋田

小樽ウラジオストク
釧路

蔚山

光陽 釜山新
釜山馬山

浦項

浜田

室蘭

石狩湾新

清水

令和2年7月1日版

常陸那珂

清水

天津新

仙台塩釜
酒田

新潟
直江津

伏木富山
⾦沢
敦賀

舞鶴境

⼋⼾

苫小牧
ボストチヌイ

大連

⻘島

上海

寧波

神⼾
名古屋

横浜

函館

秋田

小樽ウラジオストク
釧路

蔚山

光陽 釜山新
釜山馬山

浦項

浜田

室蘭

石狩湾新

清水

令和2年7月1日版

韓国航路

韓国・中国航路

中国航路

極東ロシア航路

外貿RORO航路
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釜山TS

8.9 

上海TS

0.4 

直送

4.5 

北陸港湾

以外

11.7 

25.5 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

輸出

（トン/月)

中国

28%

ベトナム

11%
タイ

7%
米国

7%

インド

6%

インドネシア

6%

その他

35%
釜山ＴＳ

88,658ﾄﾝ/月

台湾

53%

インド

44%

その他

3%

上海ＴＳ
3,811ﾄﾝ/月

ポーラン

ド

100%

寧波ＴＳ
77ﾄﾝ/月

中国

44%

タイ

9%

米国

9%

インドネシア

6%

ロシア

6%

ベトナム

5%

その他

21%

釜山ＴＳ
153,549ﾄﾝ/月

台湾

69%

インド

14%

米国

13%

その他

4%

上海ＴＳ
4,356ﾄﾝ/月

北陸地域外貿コンテナ貨物における海外トランシップ

○ 北陸地域発出の貨物は、東南アジア方面などダイレクト航路がない地域には釜山や上海でトランシップされている。
○ 釜山港でトランシップする貨物は、輸出入ともに50％以上が中国および東南アジア方面の貨物となっている。

【トランシップ港別仕向地（輸出）】

釜山港TS貨物の仕向地 上海港TS貨物の仕向地 寧波港TS貨物の仕向地

【トランシップ港別仕出地（輸入）】

釜山港TS貨物の仕出地 上海港TS貨物の仕出地

出典：平成30年度 全国輸出入コンテナ貨物流動調査 調査票をもとに作成

地域 おもな品目
アジア 紙・パルプ
アフリカ 完成自動車

欧州 産業機械、自動車部品
大洋州 化学薬品、紙・パルプ
南米 完成自動車
北米 産業機械

地域 おもな品目
アジア 紙・パルプ
欧州 糸及び紡績半製品
南米 品目不明

地域 おもな品目
欧州 非鉄金属

地域 おもな品目
アジア 糸及び紡績半製品
欧州 家具装備品

大洋州 品目不明
北米 非金属鉱物

地域 おもな品目
アジア 衣服・身廻品・はきもの
アフリカ 非金属鉱物

欧州 紙・パルプ、製材
大洋州 製材
南米 紙・パルプ
北米 染料・塗料・合成樹脂・その他

北
陸
港
湾
使
用

北
陸
港
湾
使
用

北陸発貨物の利用港
（平成30年）

北陸着貨物の利用港
（平成30年）

15

釜山TS

15.4 

上海TS

0.4 

直送

10.0 

北陸港湾

以外

8.1 

34 
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30.0

35.0

40.0

輸入
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国土交通省
北陸地方整備局

北陸港湾

40.7%

京浜港

24.1%

阪神港

14.2%

名古屋港

18.9%

その他

2.0%

280,845トン/月
（227,433TEU/年）

北陸港湾

59.7%京浜港

17.9%

阪神港

9.9%

名古屋港

11.8%

その他

0.6%

401,876トン/月
（306,150TEU/年）

北陸港湾

51.9%

京浜港

20.5%

阪神港

11.7%

名古屋港

14.8%

その他

1.2%

682,721トン/月
（533,582TEU/年）

北陸港湾

43.8%

京浜港

25.0%

阪神港

11.9%

名古屋港

15.3%

その他

4.0%

316,921トン/月
（258,956TEU/年）

北陸港湾

63.8%
京浜港

13.5%

阪神港

8.9%

名古屋港

12.5%

その他

1.3%

439,174トン/月
（321,008TEU/年）

北陸港湾

55.5%
京浜港

18.3%

阪神港

10.1%

名古屋港

13.7%

その他

2.4%

756,095トン/月
（579,965TEU/年）

北陸地域の外貿コンテナ貨物における北陸港湾利用率

16

平
成
２５
年

平
成
３０
年

○ 北陸地域の外貿コンテナ貨物の輸出入における北陸港湾利用率は、平成25年から平成30年にかけて3.6％増加しているも
のの、約45％の貨物が北陸港湾以外の港湾を利用して輸出入されている。

出典：平成25、30年度全国輸出入コンテナ貨物流動調査

輸 出 入 輸 出 輸 入

北陸港湾
利用率が
3.6％増加

北陸港湾
利用率が

3.1ポイント増加

北陸港湾
利用率が

4.1ポイント増加



国土交通省
北陸地方整備局北陸地域の定期航路（長距離フェリー・RORO・コンテナ）
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○ 令和2年7月現在、小樽港・苫小牧港と新潟、苫小牧港と敦賀港との間に長距離フェリー航路が就航している。
○ 敦賀港と苫小牧港、博多港の間に内貿RORO航路が就航している。

コンテナ航路（国内）

港湾名 頻　度 航　　　　　路

ＲＯＲＯ船（国内）

港湾名 頻　度 航　　　　　路

週６便（月～土） 敦賀－苫小牧－（敦賀）

週６便（月～土） 敦賀－博多－（敦賀）

長距離フェリー（国内）

港湾名 頻　度 航　　　　　路

週６往復 新潟－小樽

週６往復
※うち敦賀からは

週１往復

（敦賀）－新潟－秋田－苫小牧

週７往復 敦賀－苫小牧

週１往復（月） 敦賀－新潟－秋田－苫小牧
敦賀港 新日本海ﾌｪﾘｰ㈱

近海郵船㈱

週１便（月）

船  社  名

新潟港 新日本海ﾌｪﾘｰ㈱

船　社　名

敦賀港

敦賀－大竹－神戸

船　社　名

敦賀港 井本商運㈱

□博多～敦賀 新規RORO航路

（近海郵船） 令和元年4月就航
※13年ぶりに復活
・総トン数 ：約9,800トン
・所要時間 ：約19時間



国土交通省
北陸地方整備局北陸地域の定期航路（長距離フェリー・RORO）
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○ 平成24年から平成29年にかけて、北陸港湾を利用する内貿ユニットロード貨物量は増加している。
○ 発着貨物の背後圏についても、北陸地域外における取扱貨物量も広範囲で増加しているため、北陸港湾の背後圏が拡大して

いるといえる。

内貿航路の取扱貨物量の推移

270

338

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H24 H29

フェリー RORO

RORO船 背後圏別取扱貨物量
（移出入）

フェリー 背後圏別取扱貨物量
（移出入）

【H24：93,255トン/月】 【H29：91,461トン/月】

【H24：176,557トン/月】 【H29：246,177トン/月】

凡例

（千トン/月）

出典：H24、H29ユニットロード貨物流動調査（国土交通省）をもとに北陸地方整備局作成



国土交通省
北陸地方整備局北陸地域におけるLNG基地の現状

19資料提供：国際石油開発帝石（株）

国際石油開発帝石（株）天然ガスパイプラインネットワーク

（東北電力（株））

①②③

②火力発電所予定地
①上越火力発電所

燃料として供給

東新潟⽕⼒発電所

LNGバース ＜日本海LNG 全景＞

＜新潟港（東港区）＞

係船中のＬＮＧ船と⽕⼒発電所

日本海LNG(株) LNG受入基地
施設概要 10万klタンク 4基
施設概要 8万klタンク 4基

東北電力 東新潟火力発電所
総発電量 515万Kw

石油備蓄基地

LNGバース(-14m)

③直江津LNG基地
（国際石油開発帝石（株））

（（株）ＪＥＲＡ）

＜直江津港＞

日本海エル・エヌ・ジー（株）輸送ルート及び主な供給エリアマップ

出典：日本海エル・エヌ・ジー（株）HPおよびパンフレットより

国際石油開発帝石（株） 直江津LNG基地 位置図 日本海エル・エヌ・ジー（株）新潟基地 位置図

○ 2013年12月、【国際石油開発帝石（株）】の直江津LNG基地が稼働を開始。豪州LNGプロジェクト「イクシス」から同基地へ年間
90万トンのLNGを輸入し40年間操業する予定。LNGパイプラインネットワークにより首都圏などへ供給。

○ 1978年8月、【日本海エル・エヌ・ジー（株）】は、新潟県、北海道東北開発公庫及び東北電力株式会社などが出資した第3セク
ターとして設立。日本海側初のLNG基地として、新潟基地から隣接する東新潟火力発電所等への発電用燃料及び県内の他
にも仙台新港までパイプラインが伸びており、パイプライン及びタンクローリーにより他県へも都市ガスを供給。



国土交通省
北陸地方整備局太平洋側港湾の広域バックアップ体制の構築
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代替輸送モデルケース（新潟港の例）

代替輸送モデルケース
■太平洋側大規模災害時に、円滑に代替
輸送が行われるよう、被災地域から北陸
地域港湾までの代替輸送モデルルートを
事前に提案。
■輸送ルートは、災害時に交通規制が実
施される路線を除いて設定。

ポータルサイト画面

災害時に備えた情報発信
■災害時に備えた取り組みの一環として、
北陸地域の港湾物流情報を一元化する
ポータルサイトを開設。（平成27年9月）

情報発信コンテンツ

○各港湾の基本情報（港湾平面図など）

○コンテナ定期航路情報

○代替輸送手引書

○北陸地域港湾の物流関係者リスト

○道路交通情報（リンク）

○各県港運関係者情報（リンク）

主な路線名 距離(km) 所用時間

一般国道８号 57
1：48▼

一般国道７号 14
▼

2 0：03
一般国道１１３号

合計 325 8：16

主な路線名 距離(km) 所用時間

一般国道１７号① 77
2：20

▼

一般国道５０号 8

4：05
▼

一般国道１７号② 167

▼

代替輸送訓練の状況

代替輸送訓練
■代替輸送に関して理解を深めてもらうため、
太平洋側大規模災害の発生を想定した図上訓練
を首都圏及び中京圏で実施。

■参加者
製品や原材料を取り扱っている荷主企業や物

流関係者（港運業者、港湾管理者、倉庫業者、
陸運業者、船社）の担当者などが参加。

■訓練内容
参加者は、あらかじめ設定された模擬会社の

一員となり、製品の輸出入を続けるため、流通
ルートを北陸港湾に切り替える手続き等を確
認。

広域的なバックアップ体制のイメージ

○ 太平洋側で大規模災害が発生した際に、我が国の物流機能の維持に対応するため、代替輸送モデルケース、代替輸送のた

めの体制・役割の検討、代替輸送訓練の実施及び北陸地域の港湾物流情報を一元化するポータルサイトの開設等、代替輸

送を円滑に行うために必要な方策を検討しており、平成29年１月13日、「太平洋側大規模災害時における北陸地域港湾によ

る代替輸送基本行動計画」を策定。

○ 令和２年度は、基本行動計画の代替輸送貨物量算定及び代替輸送モデルルートの更新およびオンライン形式による代替輸

送訓練を開催予定。



国土交通省
北陸地方整備局災害時のバックアップの事例（東日本大震災）

21

新潟港月別外貿コンテナ取扱量推移
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千TEU H22
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H24

※新潟国際貿易ターミナル（N-WTT）による取扱貨物量（空コン国内移送分含む）速報値。

新潟港

ガソリン・軽油・灯油
苫小牧港

岩国港

救援物資

博多港

鹿児島港

釜山港

被災した精油所・油槽所

敦賀港

磐越道

113113

大分港

徳山下松港

室蘭港

国土地理院電子国土より作成

 太平洋側の精油所・油槽所が被災したため、新潟港から鉄道・タンク
ローリーで東北各地へ輸送

 新潟港を拠点に救援物資を東北各地へ輸送

東日本大震災対応後の貨物増加に緊
急的に確保したコンテナ蔵置スペース

新潟港東港区

○ 東日本大震災の際、日本海側港湾は東北地域の代替港湾として機能した。
○ 新潟港では、緊急的なコンテナ蔵置スペースの確保や、他所蔵置場所において貨物を取扱う場合の手続簡素化等の対応を

実施。
○ 代替港湾として機能したことにより、平成23年5月には新潟港において過去最大の月間21,531TEUの取扱量を記録。

平成24年度 北陸地域国際物流戦略チーム 第１回広域バックアップ専門部会資料より



国土交通省
北陸地方整備局北陸地域の離島航路
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佐渡島
・人口約5万人（離島で全国１位）

・面積：855km2（東京23区の1.4倍）

新潟港両津港

小木港

直江津港

350350

出典：地理院地図

フェリー航路

ジェットフォイル航路

凡 例

（2020年3月時点）

船社名 航路

カーフェリー 5便／日 　新潟－両津

ジェットフォイル 7便／日 　新潟－両津

直江津－小木

佐渡汽船

所要時間

150分

65分

100分高速フェリー 2便／日

便数

H26年4月に就航した
新造船カーフェリー「ときわ丸」

ジェットフォイル
「つばさ」

出典：佐渡汽船HP
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両津港 小木港

（万人 ）

○ 佐渡島には両津-新潟航路にフェリー・ジェットフォイル、小木-直江津航路に高速フェリーが就航している。
○ 乗降人員数、取扱貨物量は減少傾向であるが、年間130万人、320万トンを輸送する重要な航路。

離島航路の航路数

出典：港湾統計（年報） 出典：港湾統計（年報）



国土交通省
北陸地方整備局老朽化に起因した施設の損傷
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○ 平成30年度に報告された事故内容の殆どは係留施設のエプロンや護岸背後地における陥没。

○ 港湾の施設は、塩害などの厳しい環境下におかれることや、海中部等目視では容易に劣化・損傷状況を把握できない部
分も多いことから、海中部の鋼矢板や鋼管杭、桟橋床板の裏側などの劣化・損傷が見逃され、大事故に繋がりかねない
事態も発生しており、適切な維持管理による安全・安心の確保が重要。

H30.5発生 整備後47年経過（新潟港東港区）

埋立護岸の背後に位置する
臨港道路において陥没発生

停車中のトレーラー荷台が落下

臨港道路の陥没

・事故後、同種の臨港道路等で
レーダー空洞化調査を実施し、
３３箇所で新たな空洞化を確認

・空洞は、最大で深さ 約２ｍ、
１ｍ～２ｍの空洞も９箇所あった

※原因：埋立護岸の鋼矢板孔食
により裏込土砂流出

新潟港東港区

岸壁エプロン陥没
長さ4.7m×幅1.9m×深さ1.5m

H29.7発生 整備後45年経過（金沢港）

※原因：鋼矢板開口部から
の裏埋土砂流出

陥没箇所
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北陸地方整備局北陸地域におけるクルーズ船の寄港状況
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全国の寄港数

北陸管内寄港回数（回） 全国寄港回数（回）我が国及び北陸の港湾へのクルーズ船の寄港回数

出典：国土交通省港湾局資料
注）北陸地方整備局管内の11港・・・新潟、両津、小木、二見、直江津、伏木富山、七尾、輪島、金沢、福井、敦賀
注）2019年の値は、港湾管理者からの聞き取りによる速報値であり、今後、変動する可能性がある。

（速報値）

○ 北陸地方整備局管内11港のクルーズ船の寄港回数は年々増加傾向にあり、2019年は前年比6.9％増の93回（外国船社58
回、日本船社35回）と過去最高となった。（速報値）

○ 2020年は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により8月時点で寄港実績なし。


